
昭
和
四
十
九
年
一
月
十
八
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

五
） 

答

弁

第

五

号 

   

衆
議
院
議
員
金
瀬
俊
雄
君
提
出
成
田
空
港
の
航
空
燃
料
暫
定
輸
送
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
七
二
第
五
号 

昭
和
四
十
九
年
一
月
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
前 
尾 

繁 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

田 

中 


一 

 

榮 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
金
瀬
俊
雄
君
提
出
成
田
空
港
の
航
空
燃
料
暫
定
輸
送
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る 

答
弁
書 

一
、
九
及
び
十
二
に
つ
い
て 

新
空
港
の
開
港
は
、
当
初
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
新
空
港
を
開
港
す
る

考
え
で
あ
る
。 

な
お
、
本
格
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
完
成
に
は
相
当
長
期
間
要
す
る
見
込
み
な
の
で
、
新
空
港
を
早
期
開
港
す
る

た
め
に
、
航
空
燃
料
暫
定
輸
送
計
画
を
推
進
す
る
方
針
に
変
更
は
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

東
京
国
際
空
港
（
羽
田
）
の
過
密
の
問
題
は
、
数
年
来
の
問
題
で
あ
り
、
既
に
従
前
か
ら
国
際
線
も
含
め
て
必

要
な
便
数
増
加
が
行
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

新
空
港
の
早
期
開
港
に
と
つ
て
大
き
な
障
害
と
な
つ
て
い
る
の
は
、
航
空
燃
料
輸
送
手
段
の
確
保
及
び 

 

四
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
の
延
長
上
に
反
対
派
に
よ
つ
て
建
設
さ
れ
、
航
空
機
の
離
着
陸
の
障
害
と
な
る

二
基
の
鉄
塔
で
あ
る
。 

更
に
、
航
空
輸
送
需
要
は
、
所
得
の
向
上
等
に
伴
い
今
後
と
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
今
回
の
石
油
危
機

等
に
関
連
し
て
、
例
え
ば
、
観
光
チ
ャ
ー
タ
ー
便
な
ど
の
減
便
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
羽
田

の
過
密
状
況
が
基
本
的
に
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。 

航
空
燃
料
輸
送
に
つ
い
て
は
、
現
在
航
空
燃
料
暫
定
輸
送
計
画
を
推
進
し
て
お
り
、
ま
た
、
妨
害
鉄
塔
に
つ

い
て
は
、
開
港
前
の
必
要
な
時
期
に
は
除
去
さ
れ
る
よ
う
準
備
作
業
を
進
め
て
い
る
。 

こ
の
ほ
か
、
開
港
準
備
作
業
と
し
て
、
騒
音
対
策
、
旅
客
輸
送
対
策
等
を
鋭
意
進
め
て
い
る
。 

四 

 



成
田
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
都
心
と
新
空
港
と
を
短
時
間
で
結
ぶ
高
速
鉄
道
と
し
て
将
来
に
わ
た
り
不
可
欠

の
も
の
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
建
設
に
つ
き
、
沿
線
に
か
か
る
地
元
地
方
公
共
団
体
等
と
の
話
合
い
を
鋭
意
進

め
て
い
る
。 

道
路
輸
送
に
つ
い
て
は
、
主
幹
線
道
路
は
、
首
都
高
速
七
号
線
（
箱
崎
～
京
葉
道
路
）
、
京
葉
道
路
（
京
葉
道

路
～
宮
野
木
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
）
、
東
関
東
自
動
車
道
鹿
島
線
（
宮
野
木
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
～
成
田
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
）
、
新
東
京
国
際
空
港
線
（
成
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
～
空
港
）
で
あ
る
が
、
既
に
東
関
東
自
動
車
道

鹿
島
線
の
成
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
が
供
用
中
の
ほ
か
、
新
東
京
国
際
空
港
線
に
つ
い
て
も
工
事
を
完
了

し
て
い
る
。
し
か
し
、
供
用
時
に
お
い
て
、
首
都
高
速
七
号
線
及
び
京
葉
道
路
の
二
期
区
間
（
船
橋
～
幕
張
）
に

ピ
ー
ク
時
の
渋
滞
が
予
測
さ
れ
、
引
続
き
、
京
葉
道
路
一
期
区
間
（
首
都
高
速
七
号
線
～
船
橋
）
、
三
期
区
間 

新
空
港
の
長
期
的
ア
ク
セ
ス
対
策
と
し
て
、
成
田
新
幹
線
と
湾
岸
道
路
の
建
設
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い 

る
。 

五 

 



五
に
つ
い
て 

(1) 

主
幹
線
道
路
の
交
通
に
つ
い
て
は
、
東
京
か
ら
成
田
に
向
う
下
り
方
向
は
、
首
都
高
速
江
戸
橋
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
新
空
港
ま
で
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
約
一
時
間
で
到
着
で
き
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る 

が
、
成
田
か
ら
東
京
に
向
う
上
り
方
向
は
、
現
在
で
も
ピ
ー
ク
時
の
交
通
渋
滞
に
よ
る
遅
れ
が
生
じ
て
い
る 

（
幕
張
～
宮
野
木
）
に
渋
滞
の
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
湾
岸
道
路
の
一
般
道
路
部
に
つ
い
て
は
全
線

（
荒
川
～
旧
江
戸
川
区
間
を
除
く
。
）
の
整
備
を
促
進
す
る
も
の
と
し
、
当
面
、
京
葉
道
路
二
期
区
間
（
船
橋
～

幕
張
）
の
混
雑
緩
和
対
策
と
し
て
、
原
木
～
幕
張
間
の
湾
岸
道
路
の
整
備
を
急
い
で
い
る
。
ま
た
、
専
用
道
路

部
に
つ
い
て
は
、
工
事
中
の
首
都
高
速
九
号
線
、
首
都
高
速
湾
岸
線
二
期
（
首
都
高
速
九
号
線
～
浦
安
）
、
東
関

東
自
動
車
道
鹿
島
線
（
市
川
～
宮
野
木
）
の
ほ
か
、
新
た
に
、
首
都
高
速
湾
岸
線
四
期
区
間
（
浦
安
～
市
川
）
に
つ

い
て
も
着
工
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
都
心
と
新
空
港
間
が
専
用
道
路
で
直
結
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
る
。 

六 

 



(4) 

京
成
電
鉄
に
お
い
て
は
、
京
成
成
田
―
新
空
港
間
七
・
一
キ
ロ
の
新
線
建
設
を
完
成
し
て
お
り
、
現
在
開

港
時
の
ダ
イ
ヤ
を
検
討
中
で
あ
る
が
、
検
討
中
の
ダ
イ
ヤ
に
よ
れ
ば
、
一
日
片
道
約
四
万
人
の
輸
送
力
が
あ

り
、
こ
の
う
ち
に
は
上
野
―
新
空
港
間
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
特
急
電
車
（
座
席
予
約
制
・
一
日
片
道
一
九
本
、 

(3) 

国
鉄
在
来
線
は
、
成
田
駅
ま
で
で
あ
る
が
、
成
田
駅
に
は
到
着
ホ
ー
ム
と
同
一
レ
ベ
ル
に
バ
ス
発
着
場
を

整
備
し
て
お
り
、
鉄
道
と
バ
ス
と
の
通
し
切
符
の
利
用
等
に
よ
る
成
田
―
新
空
港
間
の
連
絡
バ
ス
輸
送
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。
当
該
連
絡
バ
ス
は
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
出
発
及
び
到
着
階
に
直
接
乗
り
入
れ
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
本
ル
ー
ト
に
よ
る
東
京
駅
―
新
空
港
は
約
九
〇
分
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。 

(2) 

御
指
摘
の
三
本
の
幹
線
道
路
は
、
主
幹
線
道
路
が
通
行
不
能
と
な
る
よ
う
な
緊
急
時
に
お
い
て
、
迂
回
路

と
し
て
、
利
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

の
で
、
こ
の
対
策
と
し
て
、
利
用
者
に
的
確
な
情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
ラ
ン
プ
の
流
入
制

限
を
行
う
な
ど
、
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
の
適
切
な
運
用
を
図
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

七 

 



六
に
つ
い
て 

(5) 

千
葉
県
営
鉄
道
は
、
千
葉
県
に
お
い
て
造
成
中
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
民
の
輸
送
を
目
的
と
し
て
建
設
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
都
心
―
新
空
港
間
の
ア
ク
セ
ス
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

ま
た
、
現
在
国
会
に
上
程
中
の
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
成
立
を
ま
つ
て
、
公
団
に
お
い
て
民
家
の
防
音
工
事
に
対
し
て
助
成
を
行

わ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

千
葉
県
が
助
成
し
て
い
る
民
家
防
音
工
事
に
つ
い
て
は
、
既
に
地
元
住
民
の
協
力
の
も
と
に
四
百
三
十
余
戸

が
完
成
し
て
お
り
お
お
む
ね
二
十
五
デ
シ
ベ
ル
～
三
十
デ
シ
ベ
ル
の
遮
音
が
可
能
で
あ
る
。 

な
お
、
居
住
性
に
つ
い
て
は
一
層
の
改
善
を
進
め
る
べ
く
国
に
お
い
て
も
調
査
研
究
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ 

所
要
時
間
約
六
〇
分
、
座
席
数
合
計
約
六
、
九
〇
〇
人
分
）
の
運
行
も
予
定
し
て
お
り
、
空
港
ア
ク
セ
ス
の
大

量
高
速
輸
送
手
段
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。 

八 

 



七
に
つ
い
て 

(2) 

二
つ
以
上
の
空
港
が
近
接
し
て
存
在
す
る
場
合
、
航
空
管
制
工
学
的
に
み
て
有
効
な
空
域
の
利
用
を
図
る

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
港
に
関
す
る
空
域
を
分
離
し
て
個
別
に
管
制
す
る
方
式
と
、
す
べ
て
の
空
港
に

関
す
る
空
域
を
統
合
し
て
一
元
的
に
管
制
す
る
方
式
と
が
あ
る
。 

(1) 

三
里
塚
候
補
地
の
位
置
決
定
に
当
た
つ
て
は
、
防
衛
庁
と
協
議
し
た
結
果
、
同
候
補
地
と
自
衛
隊
百
里
基

地
と
の
空
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
分
離
が
可
能
で
あ
り
、
管
制
上
支
障
が
な
い
と
の
了
解
に
達
し
て
い
た
。 

で
あ
る
。 

新
空
港
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
つ
て
前
者
の
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
即
ち
、
お
お
む

ね
利
根
川
を
境
界
と
し
て
関
東
地
方
東
部
の
空
域
を
、
そ
れ
ぞ
れ
北
と
南
に
分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
空

港
に
離
着
陸
す
る
航
空
機
の
進
入
及
び
出
発
経
路
を
分
離
し
、
管
制
上
支
障
の
な
い
よ
う
に
処
理
す
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

九 

 



八
に
つ
い
て 

(2) 

航
空
燃
料
の
鹿
島
港
へ
の
海
上
輸
送
に
つ
い
て
は
、
荷
主
、
海
運
業
者
間
に
お
い
て
取
り
極
め
ら
れ
る
べ 

(1) 

御
質
問
に
係
る
設
備
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
鹿
島
石
油
は
関
係
法
律
の
所
定
の
手
続
を
経
て
建
設
工
事
に

着
手
し
た
い
意
向
と
聞
い
て
い
る
。 

(4) 

新
空
港
及
び
百
里
飛
行
場
の
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
管
制
管
轄
空
域
を
設
定
し
、
お
互
に
独
立
し
て
進
入
管 

制
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
レ
ー
ダ
ー
管
制
、
飛
行
揚
管
制
を
実
施
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
両
空
港
に
離
着
陸
す
る
航

空
機
の
進
入
及
び
出
発
経
路
を
分
離
し
て
運
航
上
支
障
の
な
い
よ
う
に
す
る
べ
く
防
衛
庁
と
の
調
整
を
鋭
意

続
行
中
で
あ
る
。 

(3) 
新
空
港
の
飛
行
経
路
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
い
く
つ
か
の
案
を
作
成
し
、
騒
音
問
題
と
は
関
係
の
な
い
洋

上
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
結
論
が
で
て
い
る
が
、
内
陸
部
分
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
検
討
中
で
あ
り
、
関

係
市
町
村
等
の
地
元
の
意
見
を
十
分
考
慮
し
決
定
す
る
考
え
で
あ
る
。 

一
〇 

 



(7) 

暫
定
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
及
び
運
用
に
関
連
し
て
、
事
故
防
止
、
地
元
住
民
の
安
全
を
図
る
た
め
に
必

要
な
措
置
に
つ
い
て
は
、
暫
定
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
事
業
の
一
環
と
し
て
こ
れ
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い 

る
。 

(5)
及
び

(6) 

暫
定
輸
送
に
伴
う
鉄
道
沿
線
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
等
の
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
現
在
鋭
意
検
討
中
で
あ
り
、
踏
切
の
改
良
等
所
要
の
安
全
輸
送
体
制
を
確
立
す
る
考
え
で
あ 

る
。 

(4) 

航
空
燃
料
の
荷
主
（
石
油
会
社
）
等
か
ら
の
輸
送
申
し
込
み
に
基
づ
い
て
、
国
鉄
及
び
関
係
鉄
道
事
業
者
が

必
要
な
列
車
ダ
イ
ヤ
の
策
定
及
び
列
車
編
成
を
行
う
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。 

(3) 

鉄
道
輸
送
用
タ
ン
ク
車
は
、
私
有
貨
車
制
度
と
な
つ
て
い
る
の
で
荷
主
（
石
油
会
社
）
等
が
確
保
す
る
こ

と
と
な
る
が
、
現
在
そ
の
必
要
量
及
び
調
達
に
つ
い
て
関
係
者
間
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

き
も
の
で
あ
り
、
現
在
関
係
者
間
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

一
一 

 



十
及
び
十
一
に
つ
い
て 

(9)
及
び

(10) 
航
空
燃
料
暫
定
輸
送
計
画
に
係
る
す
べ
て
の
コ
ス
ト
は
、
航
空
機
給
油
施
設
使
用
料
と
し
て
回
収

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
航
空
機
給
油
施
設
使
用
料
は
場
内
ハ
イ
ド
ラ
ン
ド
施
設
の
使
用
料
金
を
も

含
め
、
航
空
機
給
油
施
設
の
使
用
者
で
あ
る
石
油
会
社
か
ら
公
団
が
徴
収
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
料
金

は
燃
料
の
供
給
を
受
け
る
航
空
会
社
の
負
担
に
も
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
今
後
、
公
団
に
お
い
て
、

石
油
会
社
の
ほ
か
航
空
会
社
側
と
も
協
議
し
つ
つ
決
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
現
在
、
公
団
に
お
い
て
検
討
中

で
あ
る
。 

(8) 
消
防
法
の
適
用
を
受
け
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
法
令
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
危
険
物
の
規
制
に
関
す

る
政
令
の
一
部
改
正
を
既
に
行
い
、
そ
の
他
の
も
の
は
現
在
鋭
意
作
業
中
で
あ
る
。 

ま
た
、
本
格
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
建
設
計
画
及
び
こ
れ
に
要
す
る
事
業
費
が
最
終
的
に

確
定
し
て
い
な
い
の
で
、
使
用
料
金
が
ど
の
程
度
に
な
る
か
は
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。 一

二 

 



 

一
三 

航
空
燃
料
暫
定
輸
送
の
実
施
に
必
要
な
施
設
の
建
設
費
は
、
土
屋
の
取
卸
施
設
及
び
暫
定
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等

を
含
め
て
、
昭
和
四
十
八
年
度
公
団
認
可
予
算
に
お
い
て
、
総
額
約
二
十
億
円
を
予
定
し
て
お
り
、
開
港
ま
で

に
公
団
の
負
担
す
る
航
空
燃
料
暫
定
輸
送
関
係
の
建
設
費
は
、
お
お
む
ね
こ
れ
を
も
つ
て
賄
い
う
る
見
込
み
で

あ
る
。 

ま
た
、
御
質
問
の
航
空
燃
料
暫
定
輸
送
計
画
の
鹿
島
関
係
の
予
算
と
し
て
は
、
施
設
の
利
用
料
等
の
運
営
経

費
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
空
港
開
港
後
、
公
団
の
施
設
使
用
者
の
負
担
す
る
料
金
収
入
等
の
自
己
収
入
を
財
源

と
し
て
賄
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
支
出
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
公
団
予
算

業
務
勘
定
に
お
い
て
公
団
の
支
出
予
算
と
し
て
適
正
額
が
計
上
さ
れ
れ
ば
経
費
の
内
容
等
を
検
討
の
上
こ
れ
を

認
可
す
る
予
定
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




